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後
世
に
受
け
継
ぐ

歴
史
ま
ち
づ
く
り　

　
豊
か
な
自
然
と
歴
史
の
中
で
育

ま
れ
発
展
し
て
き
た
桐
生
市
に
は

「
織
物
の
ま
ち
」
を
背
景
に
歴
史

的
建
造
物
や
人
々
の
営
み
が
継
承

さ
れ
、
そ
れ
ら
が
織
り
な
す
趣
や

情
緒
を
感
じ
る
歴
史
的
風
致
が
あ

り
ま
す
。

　
そ
の
魅
力
を
高
め
、
後
世
に
受

け
継
ぐ
歴
史
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
、
「
桐
生
市
歴
史
的
風

致
維
持
向
上
計
画
」
を
策
定
し
ま

し
た
。

国
の
認
定

　
「
桐
生
市
歴
史
的
風
致
維
持
向

上
計
画
」
は
、
平
成
20
年
に
施
行

さ
れ
た
「
地
域
に
お
け
る
歴
史
的

風
致
の
維
持
及
び
向
上
に
関
す
る

法
律
」
（
通
称
、
歴
史
ま
ち
づ
く

り
法
）
に
基
づ
き
、
平
成
29
年
12

月
18
日
付
け
で
国
（
文
部
科
学
省
、

農
林
水
産
省
、
国
土
交
通
省
）
に

認
定
申
請
を
行
い
、
平
成
30
年
1

月
23
日
に
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

　
全
国
で
は
63
番
目
、
群
馬
県
内

桐
生
市
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
が

国
の
認
定
を
受
け
ま
し
た

桐生市歴史的風致維持向上計画

牧野国土交通副大臣より認定証の交付を受ける亀山市長

　

歴
史
的
環
境
を
活い

か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
策

定
し
た
「
桐
生
市
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
」
が
国
の
認
定
を

受
け
ま
し
た
。
認
定
を
受
け
た
こ
と
で
、
計
画
を
よ
り
円
滑
に
進

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

桐
生
市
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
都
市
計
画
課
歴
史
ま
ち
づ
く
り
係
（
☎
内
線

３
４
８
）
へ
。

本町一・二丁目の町並み

で
は
甘
楽
町
に
続
く
2
番
目
の
認

定
で
す
。

歴
史
的
風
致
と
は

　
地
域
固
有
の
歴
史
や
伝
統
を
反

映
し
た
人
々
の
活
動
と
、
そ
の
活

動
が
行
わ
れ
る
歴
史
上
価
値
の
高

い
建
造
物
お
よ
び
そ
の
周
辺
の
市

街
地
と
が
一
体
と
な
っ
て
形
成
し

て
き
た
良
好
な
市
街
地
環
境
を
言

い
ま
す
。

歴史的風致の概念



３
桐
生
地
域
の
祭
礼
・
行
事
に
見

る
歴
史
的
風
致

①
賀
茂
神
社
に
見
る
歴
史
的
風
致

　
全
国
で
も
珍
し
い
演
目
が
伝
わ

る
太だ
い
だ
い々

神
楽
。
夜
の
闇
に
浮
か
ぶ

幻
想
的
な
火
投
げ
祭
「
御み
か
が
り篝
神

事
」
。
県
内
有
数
の
古
社
で
あ
る

賀
茂
神
社
を
背
景
に
地
域
住
民
に

よ
り
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
ど
の
歴
史
的
建
造
物
を
背
景
に

機
神
信
仰
や
織
物
産
業
が
継
承
さ

れ
て
い
ま
す
。

②
桐
生
祇ぎ
お
ん園
祭
と
ゑえ

び
す
講
に
見

る
歴
史
的
風
致

　
神
社
や
歴
史
的
町
並
み
を
背
景

に
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
う
桐
生
祇

園
祭
と
ゑ
び
す
講
。
桐
生
の
風
物

詩
と
し
て
、
織
物
の
ま
ち
に
暮
ら

す
人
々
に
よ
り
継
承
さ
れ
て
い
ま

す
。

２
桐
生
氏
・
由
良
氏
ゆ
か
り
の
地

に
見
る
歴
史
的
風
致

　
中
世
に
統
治
し
た
両
氏
ゆ
か
り

の
梅
田
地
域
。
館
跡
地
に
建
つ
薬

師
堂
な
ど
の
歴
史
的
建
造
物
を
背

景
に
地
域
住
民
に
よ
る
祭
礼
や
保

存
活
動
が
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

維
持
向
上
す
べ
き
歴
史
的

風
致　

　
上
毛
か
る
た
で
「
桐
生
は
日
本

の
機
ど
こ
ろ
」
と
詠
ま
れ
て
い
る

よ
う
に
、
桐
生
は
古
く
か
ら
「
織

物
の
ま
ち
」
と
し
て
発
展
し
て
き

ま
し
た
。

　
計
画
で
は
、
今
で
も
続
く
織
物

産
業
や
機は
た
が
み神
信
仰
を
人
々
の
活
動

と
し
て
捉
え
た
歴
史
的
風
致
を
軸

と
し
て
、
先
人
が
守
り
育
て
て
き

た
次
の
4
つ
の
歴
史
的
風
致
を
取

り
上
げ
て
い
ま
す
。

１
「
織
物
の
ま
ち
桐
生
」
に
見
る

歴
史
的
風
致

①
織
物
産
業
に
見
る
歴
史
的
風
致

　
織
物
の
ま
ち
と
し
て
発
展
し
た

桐
生
市
。
各
地
に
多
く
分
布
す
る

機
神
神
社
や
ノ
コ
ギ
リ
屋
根
工
場

桐生祇園祭

御篝神事

白瀧神社太々神楽

日限地蔵尊縁日涌丸獅子舞

梅原薬師堂土用念仏
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②
白し
ら
た
き瀧
神
社
太
々
神
楽
に
見
る
歴

史
的
風
致

　
笛
や
太
鼓
の
音
を
響
か
せ
歴
史

的
な
風
情
を
醸
し
出
す
太
々
神
楽
。

桐
生
織
物
の
発
祥
に
ゆ
か
り
の
深

い
白
瀧
神
社
で
地
域
住
民
に
よ
り

古
く
か
ら
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

③
日
限
地
蔵
尊
縁
日
に
見
る
歴
史

的
風
致

　
毎
月
24
日
に
日
限
地
蔵
尊
観
音

院
で
行
わ
れ
る
縁
日
は
、
多
く
の

参
詣
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。
「
お

地
蔵
様
」
と
親
し
ま
れ
、
桐
生
の

民
間
信
仰
の
象
徴
と
し
て
継
承
さ

れ
て
い
ま
す
。

４
黒
保
根
地
域
の
民
俗
芸
能
に
見

る
歴
史
的
風
致

　
風
光
明め

い

媚び

な
黒
保
根
地
域
に
は
、

涌
丸
獅し

子し

舞ま
い

と
前
田
原
獅
子
舞
が

神
社
な
ど
を
舞
台
に
奉
納
さ
れ
て

い
ま
す
。
３
匹
の
獅
子
が
、
勇
壮

に
舞
う
姿
が
見
ら
れ
ま
す
。

織物産業



桐生市歴史的風致維持向上計画

歴
史
的
風
致
の
維
持
向
上

に
お
け
る
課
題
と
方
針

　
近
年
、
少
子
高
齢
化
や
人
口
減

少
、
生
活
の
多
様
化
に
よ
り
歴
史

的
建
造
物
の
維
持
、
祭
礼
行
事
の

継
続
が
困
難
に
な
る
な
ど
、
歴
史

的
風
致
を
取
り
巻
く
課
題
は
山
積

し
て
い
ま
す
。

　
計
画
で
は
、
こ
れ
ら
の
課
題
を

踏
ま
え
、
歴
史
的
風
致
の
維
持
お

よ
び
向
上
に
関
す
る
次
の
6
つ
の

方
針
を
定
め
て
い
ま
す
。

①
歴
史
的
建
造
物
や
歴
史
的
町
並

み
の
保
全
と
活
用
の
促
進

②
歴
史
的
建
造
物
や
歴
史
的
町
並

み
と
調
和
す
る
周
辺
環
境
の
整
備

③
伝
統
産
業
の
保
護
育
成

④
伝
統
的
な
祭
礼
・
行
事
の
継
承 

⑤
歴
史
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
市

民
意
識
の
向
上

⑥
歴
史
や
伝
統
文
化
の
調
査
研
究

と
情
報
発
信
の
推
進

重
点
区
域

　
計
画
で
は
、
歴
史
的
風
致
の
維

持
お
よ
び
向
上
を
効
果
的
に
図
れ

る
よ
う
、
桐
生
新
町
重
要
伝
統
的

建
造
物
群
保
存
地
区
を
核
と
し
た

歴
史
的
風
致
の
範
囲
の
重
な
る
区

域
を
重
点
区
域
に
設
定
し
て
い
ま

す
。

趣のある山手通りと美和神社

祇
ぎ

園
おん

囃
ばや

子
し

の練習風景

　
こ
の
重
点
区
域
を
中
心
に
、
方

針
を
踏
ま
え
た
各
種
整
備
事
業
を
、

今
後
、
10
年
間
の
計
画
期
間
内
に

お
い
て
実
施
し
ま
す
。

　
地
域
の
歴
史
へ
の
関
心
を
高
め

て
い
く
と
と
も
に
、
歴
史
的
建
造

物
の
修
理
、
歴
史
的
な
景
観
に
配

慮
し
た
道
路
整
備
、
伝
統
的
な
祭

礼
行
事
の
継
承
の
た
め
の
事
業
な

ど
に
取
り
組
み
ま
す
。
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後
世
に
歴
史
を
継
承
す
る

た
め
に

　
歴
史
的
風
致
を
守
り
、
継
承
し

て
い
く
こ
と
は
、
良
好
で
魅
力
的

な
景
観
形
成
や
、
観
光
や
産
業
振

興
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
な
ど

様
々
な
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
市
民
の
地
域

の
歴
史
へ
の
関
心
や
郷
土
へ
の
愛

着
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

歴史の息吹を感じる酒屋小路

す
。

　
そ
れ
が
、
歴
史
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
上
で
大
き
な
推
進
力

と
な
り
ま
す
。

　
市
で
は
、
計
画
の
策
定
を
き
っ

か
け
に
、
市
民
や
関
係
団
体
な
ど

と
連
携
し
な
が
ら
、
本
市
固
有
の

歴
史
的
環
境
を
活
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
、
「
ま
ち
の
魅

力
」
を
未
来
へ
伝
え
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。


